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平成２８年４月２８日  

報道機関各位 
 

技術術移転フォーラム２ ０ １ ６  

「工業試験場成果発表会」の開催について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日 時 

平成28年6月1日（水）12:00～17:00 
 

◎場 所 

ホテル札幌ガーデンパレス 2 階 

  （札幌市中央区北 1条西 6丁目 TEL: 011-261-5311） 
 

◎参加費  無料 
 

◎プログラム 

 開   会 13:00～      展     示  12:00～17:00 

 分野別発表  13:15～16:40    相談コーナー 13:00～16:00 

 ポスターセッション 13:30～16:30 

 

◎事前参加申込期限 

 平成 28年 5月 25 日（水） 

 

◎報道（取材）に当たってのお願い 

 道内ものづくり関係企業をはじめとする多数の方にご参加いただけるよう、開催当日の取材の 

ほか、事前の報道により広く呼びかけてくださいますようお願いいたします。 
 

◎同時配付先 

 道政記者クラブ 

 

 

 

 

 

 
       

詳しくはこちらへお問い合わせください。 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構（道総研） 

産業技術研究本部ものづくり支援センター 研究主幹 内山智幸 

TEL:011-747-2347（直通）  ※平日 8:45～17:30 土・日・祝日・年末年始はお休みです。 

プレスリリース  Press Release 

道総研工業試験場がこれまでに取り組んできた研究開発や技術支援の成果を広く皆様に 

公開し活用いただくため、次のとおり成果発表会を開催いたします。 

当日は、２０テーマの分野別発表や１８テーマのポスターセッション発表をはじめ、多数 

の成果を紹介・展示いたします。 

また、連携交流事業の一環としまして、道内４高専の技術紹介をパネル展示により行います。 

 

（参考資料）開催案内リーフレット、「主な発表事例（分野別発表の抜粋）」 



Tel.011-747-2354 Fax.011-726-4057
iri-shien@ml.hro.or.jp
http://www.hro.or.jp/iri.html





技術移転フォーラム 201６「工業試験場成果発表会」 

 

 

 

 

 

申込締切日 ５月２５日（水）  

申込日：  月  日 

ふ り が な 

企業・団体名 

 

 

住   所 

〒 

 

電話番号（   ）   - 
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氏  名 

分 野 別 発 表 
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交 流 会 
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材 料 
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     有 ・ 無 
 

 
 

     有 ・ 無 
 

 

 

     有 ・ 無 
 

 
 

     有 ・ 無 
 

※ 参加希望欄に○印をつけてください(複数参加可)  

 

 

 

◆技術に関する相談事項がございましたら、当日総合受付へお申し出ください。 
（なお、担当研究員が発表等のためご希望に添えない場合がありますのでご了承ください。）  

参 加 申 込 書 

ＦＡＸ 011-726-4057 

※ 有･無のどちらかに 

○印をつけてください 

会費3,000円を
当日会場にて
申し受けます

会費 4,200 円を

当日会場にて  

申し受けます  

会費 4,000 円

を当日会場にて 

申し受けます 



技術移転フォーラム 2016「工業試験場・成果発表会」 
主な発表事例（分野別発表の抜粋） 

 
開催日時：平成２８年６月１日（水）１２：００～１７：００ 
開催場所：ホテル札幌ガーデンパレス ２Ｆ         

 
 

【材料関連技術】                     会場：孔雀の間 

超高齢社会に役立つバイオマテリアルの開発と応用  メイン発表（１３：１５～１３：４５） 

超高齢社会では、生活の質を脅かす骨折、歯周病、感染

症等に対する効果的治療法と予防対策が熱望されていま

す。国民の健康寿命を延伸する医療には、バイオマテリア

ルの開発が重要です。市販医薬品や道産牛骨・鮭コラーゲ

ン資源等を活用した生体模倣複合材料、抗生物質の徐放材

料、洗浄・殺菌技術を開発した事例を紹介いたします。 

［共同研究機関］ 北海道医療大学歯学部、北海道大学大学院薬学研究院、                   

北海道大学大学院医学研究科 

［共同開発機関］ HOYA Technosurgical㈱、㈱レドックステクノロジー、 

        ㈱テクノスヤシマ 

 

焼成工程を必要としない調湿セラミックスの開発   一般発表１（１３：４５～１４：００） 

調湿タイルの製造時に、焼成せずに原料（稚内層珪質頁

岩）を硬化させる技術を提案しています。本発表では、硬

化材（二水石膏とシリカゾル）による硬化メカニズムの検

討、原料の配合比・粒度分布などの製造条件が諸特性に与

える影響、プレス成形により作製した硬化体の調湿機能に

ついて紹介いたします。  

 
 

【情報通信・エレクトロニクス・メカトロニクス関連技術】      会場：白鳥の間 

食品混入異物検査用分光イメージングセンサの開発  メイン発表（１３：１５～１３：４５） 

 当場ではこれまで、食品に付着する人毛などの異物を検

出するための分光イメージングシステムの開発を進めて

いますが、従来のシステムは食品工場のコンベア搬送ライ

ンに導入するには検査速度が遅いことが課題でした。本研

究では複数のイメージセンサと光学フィルタを用いた高

速な分光イメージングセンサの開発を行いました。 

[共同研究機関] ㈱安西製作所北海道支店 
 

漁業有害生物駆除装置の開発支援          一般発表４（１４：３０～１４：４５） 

 道内には、水産機械を専門に開発している企業は少な

く、鉄工所や農機メーカーが、地場の要求に応える形で装

置開発を行うケースが多くあります。今回は、水産業の生

産性を阻害するクラゲや雑海藻などの有害生物を駆除す

る装置開発に取り組んだ企業への技術支援事例を基に、水

産機械開発の課題等について報告いたします。 

［共同開発機関］ ㈱篠田興業、北海工機㈱、(公財)釧路根室圏産業技術 

振興センター、他 

 



【製品・生産関連技術】                     会場：孔雀の間 

高速播種を可能としたポテトプランタの開発      メイン発表（１５:１０～１５:４０） 

農業の深刻な担い手不足が進むなか、北海道を代表す

る畑作物であり、輪作維持に欠かせない馬鈴しょ栽培に

おいては、いも植え作業を高速化して栽培面積の維持・

拡大を図る必要があります。そこで、現状の作業速度の

約 2 倍にあたる時速 7km での高速播種が可能ないも植

え作業機（ポテトプランタ）を開発したので報告いたし

ます。 

[共同研究機関] 道総研中央農業試験場・十勝農業試験場、十勝農機㈱ 
 

人間計測応用製品の試作支援ツールの開発       一般発表４（１６:２５～１６:４０） 

近年、センサやワイヤレス通信技術の進化にともない、

人間計測製品の商品化が活発化しています。そこで、低

コストで効果的・効率的な試作開発を進めるため、市販

ハードウェアを活用した生体計測用ソフトライブラリを

開発し、これを用いてワイヤレス生体センサ製品開発の

技術支援を行いました。 

[共同開発機関]  原田電子工業㈱、医療法人社団我汝会えにわ病院、 

㈱札幌立体データサービス、㈱竹山、 

㈲パテントワークス 

 

 
 

【環境・エネルギー関連技術】               会場：白鳥の間 

樹脂製柵状熱交換器の開発と水平式地中採熱への応用  メイン発表（１５:１０～１５:４０） 

地中熱は再生可能エネルギーの一つとして寒冷地での

利用が期待されていますが、ボーリング等の高い施工費

が障害となり、十分な普及には至っておりません。本研

究では、新たに樹脂製柵状地中熱交換器を開発し、水平

採熱方式の地中熱ヒートポンプ冷暖房システムに応用し

ました。 

[共同研究機関] ㈱テスク、道総研北方建築総合研究所・地質研究所 
 

回転貫入型浅層地中熱交換器の開発          一般発表１（１５:４０～１５:５５） 

地中熱ヒートポンプシステムは省エネルギー性に優れ

ていますが、高額なイニシャルコストが普及の妨げとな

っています。そこでイニシャルコストの低減を目的とし

て、地中埋設管の外側にらせん状のフィンを設けた回転

貫入型浅層地中熱交換器を提案し、熱応答試験と実証試

験を行い、その採熱特性を評価しました。 

[共同研究機関] 北海バネ㈱ 
 

 

○ このほかにも、多くの研究開発・技術支援の成果について発表いたします。 

詳細は、添付のリーフレットや工業試験場ＨＰ（http://www.hro.or.jp/iri.html）より 

ご覧ください。 

 


